






The Enforcement Conditions of Soldier’s Family Aid Ordinance in the Russo-
Japanese War and the Development to the Soldier’s Family Aid Work (Ⅱ)
- The Typical “Japanese” Characteristics of the Public






































































































































































＊　分類は、ａ 政府行為　ｂ 法人行為　ｃ 団体行為　ｄ 私人行為
掲載回 掲載月日 タイトル 分類 団体の創立時期等
① 10.13 緒言 （記者の分類基準などを説明）
②～④ 10.14-16 下士兵卒家族救助令実施 ａ 1904. 5施行
⑤～⑦ 10.    -24 日本赤十字社 ｂ 1877. 5創立（博愛社、1887年改称）
⑧ 10.25 帝国軍人援護会 ｂ 1904. 3創立
⑨～⑩ 10.28-29 愛国婦人会 ｂ 1901年創立・法人準備中
⑪～⑫ 11.  6-  7 軍人遺族救護義会 ｂ 1896年創立
⑬ 11.  8 国民後援会 ｃ 1904. 2創立
  同 忠勇顕彰会 ｃ 1904. 7創立
⑭～⑮ 11.11-12 篤志看護婦人会 ｃ 1887年創立
⑯ 11.18 報国婦人会 ｃ 1904. 3創立
  同 出征軍人家族慰問婦人会 ｃ 1904. 3創立
⑰ 11.19 軍人家族授産婦人会 ｃ 1904. 4創立
  同 海軍下士家族共励会 ｃ 横須賀1903.10 ／ 呉1904. 8 ／ 佐世保1904.11
⑱ 11.20 東京市内の公共団体 ｃ 各区で1896年創立の奨兵義会／兵事義会／奉公会など
⑲ 11.21 其他の団体事業 ｃ 令女教会／京橋戦時婦人会／日本至誠婦人会／横浜奨兵
義会／ほか
⑳～ 11.27-12.13 各地方に於ける資力 ｄ 国債応募額／軍資献納高／恤兵金品寄贈額・口数
～ 12.19-12.27 帝国海事協会 ｂ 1899年創立
























































































































































































3月  2日 財団法人として、設立許可（内務大臣）
（翌日、新聞各社に、趣意書・寄附行為・発企人名簿を配付）








4月  1日 帝国軍人援護会設立発企人・寄附者ら関係者集会（4.2 東京朝日新聞･万朝報）
（有栖川宮総裁招待、200余名参加、於：華族会館）
4月  *日 皇太子・同妃の下賜金（1万円）伝達の記事（4.2 東京朝日新聞）
4月  5日 帝国軍人援護会の設立などの広告が掲載される（4.5 東京朝日新聞）
（法人設立と事務所、趣旨と目的、寄附申込・振込先銀行などを掲載）
4月20日 寄附金人名の第四回広告（累計101万円余に達す、4.20 東京朝日新聞）
6月  *日 評議員会開催、事業実施の件につき協議（6.13 東京朝日新聞）
（遺族救護を専務、調査は内務省に依頼の方針）
8～10月 この頃、援護会の事業未着手につき新聞各紙で憶測や批判的記事多数あり
（ 9.26､9.27､10.5 万朝報　9.27 東京日々新聞　10.2､10.4 東京朝日新聞 など）
9月  *日 評議員会開催、近く拠金の一部支出を内定、方法は考案中（9.29 東京朝日新聞・万朝報）
10月  4日 理事長記者会見、事業現況等を説明（10.7 東京朝日新聞・万朝報）
（事業遅延の説明、拠金支出方法・調査等は内務省に一任）





8月23日 内務省、『官報』に、援護会資金の助成状況を公表  （8.23 官報）
（以降、39年4月26日までに、あわせて8回掲載）
8月23日 内務省の援護会資金の助成方針への批判的記事（8.26､8.31 東京朝日新聞）
1906年  4月  3日
（明39）  　　　 
援護会近く解散予定の報道記事（巨額の残金の処分に苦慮）
（陸軍省の意向は使途なし・内務省の意向は地方に補助）（4.3 東京朝日新聞）









































































































































































































































































































































































































































































































氏　名 寄附金 爵位 職業その他 氏　名 寄附金 爵位 職業その他
島津　忠重 30,000 公爵 島津家当主 毛利　元昭 30,000 侯爵 毛利家当主
徳川　家達 10,000 公爵 徳川宗家当主 徳川　義礼 10,000 侯爵 尾張徳川家当主
徳川　茂承 10,000 侯爵 紀伊徳川家当主 前田　利為 20,000 侯爵 前田家当主
浅野　長勲 10,000 侯爵 浅野家当主 松方　正義 10,000 伯爵 元老
井上　　馨 10,000 伯爵 元老 田中　光顕 3,000 子爵 宮内大臣
岩崎　久弥 50,000 男爵 岩崎家当主（三菱財閥） 三井 八郎右衛門 50,000 男爵 三井家当主（三井財閥）
渋沢　栄一 10,000 男爵 第一銀行頭取 安田善次郎 30,000 安田家当主（安田財閥）
古河　潤吉 30,000 古河鉱業社長 住友 吉左衛門 30,000 住友家当主（住友財閥） 
大倉喜八郎 20,000 大倉組商会社長 赤星弥之助 20,000 金融業













































































































































件数 金　額 1件平均額 件数 金　額
第 1 回 1904年 3月24日（  3.19調） 213 753,093 3,536 213 753,093
第 2 回 4月  1日（  3.28調） 73 56,600 775 286 809,693
第 3 回 4月  7日（  4.  6調） 160 183,822 1,149 446 993,515
第 4 回 4月20日（  4.15調） 83 20,388 246 529 1,013,903
第 5 回 5月  2日（  4.27調） 63 34,745 552 592 1,048,648
第 6 回 5月23日（  5.19調） 93 28,230 304 685 1,076,878
第 7 回 6月  9日（  6.  4調） 54 13,814 256 739 1,090,692
第 8 回 7月15日（  7.13調） 56 48,688 869 795 1,139,380
第 9 回 9月14日（  9.10調） 44 29,007 659 839 1,168,387
第10回 1905年  1月  6日（12.31調） 56 31,467 562 895 1,199,854
第11回 3月23日（  3.16調） 50 6,821 136 945 1,206,675
第12回 7月  7日（  6.28調） 40 28,547 714 985 1,235,222
第13回 10月  9日（10.  4調） 26 111,128 4,274 1011 1,346,350












































































1万円以上 39 4 818,739 60
5000 ～   1万円未満 33 3 177,510 13
1000 ～ 5000円未満 146 14 221,521 16
  500 ～ 1000円未満 93 9 48,248 4
  100 ～   500円未満 430 41 76,727 6













































































































































































































































































































1904年  3月 1 1 1905年  5月 10 17
4月 - - 6月 3 8
5月 4 5 7月 6 32
6月 1 1 8月 5 11 1件    41団体
7月 1 1 9月 13 37 1件    31団体
8月 5 6 10月 13 49 1件    33団体
9月 4 9 11月 1 1 3件  27+38+31団体
10月 4 4 12月 - -
11月 5 12 1906年  1月 3 12
12月 6 15 2月 1 13 1件    74団体
1905年  1月 4 10 3月 1 2
2月 6 7 4月 - - 1件    55団体
3月 2 3
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交附日 団体 助成金額 助成団体の名称と助成金額（単位：円）
1月18日 6 10,500 横須賀下士卒家族共励会 2500、大阪市報効会 2000、横浜市将兵義会 2000、神戸婦人
奉公会 2000、東京市軍人家族授産婦人会 1000、高松市尚武義会 1000
2月27日 2 5,000 呉海軍下士卒家族共励会 2500、佐世保海軍下士卒家族共励会 2500
3月20日 2 2,000 京都人円会戦時救護会 1000、秋田市出征軍人家族授産会 1000
3月22日 1 1,000 若松市尚武会 1000
4月11日 3 3,500 大阪市日本博愛授産社 500、舞鶴海軍下士卒家族共励会 2500、堺市兵事会授産場 500
6月  3日 3 2,500 静岡市恤兵団 1000、愛知県熱田郡尚武会 500、愛国婦人会岡山支部幼児保育所1000
　　* 以上は、6月19日付けの『東京朝日新聞』の記事による（注参照）
掲載日（以下は『東京朝日新聞』の掲載日付）
6月21日 2 9,000 横須賀海軍下士卒家族共励会 6500②、高松市尚武義会 2500②
6月28日 3 3,150 東京府舎人村救護団体 150、長崎奉公会2000、長崎市軍人家族幼児保育所1000
7月  9日 3 12,200 横浜市奨兵義会 8000②、佐賀市女子義勇団 2500、姫路市奉公義会 1200
8月  2日 12 16,000 呉市干城会 2000、前橋市奉公婦人会幼児保育所 1000、高崎市幼児保育所 1000、高崎
市軍人家族授産場 800、弘前市救護義会 1500、弘前救護義会幼児保育所 500、本所区
軍人家族婦人会 1500、愛国婦人会姫路幹事武幼児保育所 1000、鳥取市出征軍人家族
幼児保育所 800、愛国婦人会青森支部幼児保育所 500、  名古屋市尚武会 5000、宮城県
涌谷婦人会 400




































































官報掲載日（助成の実施日） 団体数 助成金額 平均助成額 備　　考
団体 円 円
第 1 回 1905年  8月23日（  8.15までの実施分） 41 99,955 2,438
第 2 回 9月18日（  9.13までの実施分） 31 55,150 1,779
第 3 回 10月  7日（  9.28までの実施分） 33 18,420 558
第 4 回 11月  1日（10.11までの実施分） 27 23,110 856
第 5 回 11月  4日（10.24までの実施分） 38 17,955 473
第 6 回 11月24日（11.  9までの実施分） 31 13,420 433
第 7 回 1906年  2月  8日（  1.19までの実施分） 74 22,134 299
第 8 回 4月26日（  3.20までの実施分） 55 20,908 380































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































c  d  h
e  h
c  d  g
c  d






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8.  2 神奈川県横浜市 横浜奨兵議会
8.  7 香川県高松市 高松市尚武義会

















11.  7 徳島県那賀郡・勝浦郡・名東郡・
板野郡
（とくに事業団体名なし）




11.  8 広島県加茂郡 （とくに事業団体名なし）
11.12 岩手県 （1市  240町村）
11.30 鳥取県八頭郡国中村 国中村戦時耕作隊
12.  1 佐賀県東松浦郡呼子村 呼子浦漁民義団



























2.  7 福岡県門司市 （とくに事業団体名なし）













4.17 福岡県宗像郡 各町村尚武会 「戦時経営」の記事中





5.  6 高知県 （とくに事業団体名なし） 県下の生業扶助状況・統計




















7.  7 和歌山県西牟婁郡田辺町 出征軍人家族自助団















































9.  1 長崎県佐世保市 佐世保甲辰義会・佐世保婦人会
同 名古屋市 名古屋市尚武会





9.  7 群馬県前橋市 前橋市奉公婦人会幼児保育所
同 　同　高崎市 高崎市幼児保育所・高崎市仏教
慈善会軍人家族授産場





























10.  2 兵庫県姫路市 姫路奉公義会
　同　上 愛国婦人会姫路幹事部児童保育所
10.  3 新潟県新潟市 社団法人積善組合














10.  5 埼玉県比企郡南吉見村・秩父郡 （小高圭作）・秩父郡立農業学校




10.  7 全　国 ＊帝国軍人援護会の援護（③9.28までの33団体に助成）

























10.31 兵庫県印南郡大塩村 大塩村尚武会 「村事跡」の記事中
11.  1 全　国 ＊帝国軍人援護会の援護（④10.11まで　27団体に助成）
11.  4 全　国 ＊帝国軍人援護会の援護（⑤10.24まで　38団体に助成）
















































































































































































































































































































































































































































































































































































① 1905年  8月23日（  8.15までの分） ② 同年  9月18日（  9.13までの分） ③ 同年10月  7日（  9.28までの分）
④     同年11月  1日（10.11までの分） ⑤ 同年11月  4日（10.24までの分） ⑥ 同年11月24日（11.  9までの分）











北海道 3団体 1,600円 函館慈恵院　350円⑧　　函館尚武会　750円⑧
空知郡滝川村奉公義会　500円⑧
青　森 4団体 4,680円 弘前市救護義会　2,000円①　　愛国婦人会青森支部　500円①　　鼎石町尚武会
　380円⑤
北津軽郡尚武会　1,800円⑤



















秋　田 2団体 2,500円 秋田市出征軍人家族授産会　1,000円①　　秋田市出征軍人授産会　1,500円④


























栃　木 1団体 1,000円 栃木町戦時義会　1,000円⑥
群　馬 4団体 3,400円 前橋市奉公婦人会　1,000円①　　高崎市幼児保育所　1,000円①　　同市軍人家
族授産場　800円①　　上野教育会訓育所　600円④
埼　玉 1団体 1,900円 児玉郡出征軍人家族扶護会　1,900円⑤
千　葉 な　し




神奈川 2団体 19,000円 横浜市奨兵義会　10,000円①　　横須賀下士卒家族共励会　9,000円①
新　潟 1団体 430円 佐渡郡小木町尚武会　430円⑧
富　山 1団体 1,500円 高岡市軍人奨励会　1,500円⑦














山　梨 1団体 1,000円 甲府尚兵義会　1,000円①





静　岡 5団体 6,500円 静岡市恤兵団　1,000円①＋2,000円⑥　　見付町中遠慈善会　200円③　　森町軍
人保護会　700円⑦
小笠郡奨兵義会　1,500円⑤　　安倍郡奨兵会　1,100円⑦
愛　知 2団体 6,000円 名古屋市尚武会　5,000円①　　熱田町尚武会　1,000円①
三　重 1団体 500円 阿山郡玉滝村振武会　500円④
滋　賀 1団体 1,000円 大津市奉公義会　1,000円③






































和歌山 1団体 1,000円 和歌山県尚武会和歌山支部　1,000円①
鳥　取 2団体 1,390円 鳥取市出征軍人家族幼児保育所　800円①　　鳥取県軍人幼児保育会　590円⑧
島　根 5団体 4,230円 杵築町軍人家族遺族授産会　250円⑥
鹿足郡軍人家族授産会　1,500円②　　那珂郡出征軍人家族生業扶助会　300円②
　　飯石郡軍人家族授産会　1,300円⑥　　安濃郡軍人家族授産会　880円⑦













広　島 4団体 16,000円 広島軍人待遇会　3,500円②　　広島婦人一心会　1,500円②　　呉下士卒家族共
励会　2,500円①＋5,000円②　　呉干城会　2,000円①＋1,500円⑥
































愛　媛 2団体 4,800円 松山市武揚会　3,000円④＋300円⑤　　愛国婦人会愛媛支部有志奉公会　1,500円④
高　知 な　し
福　岡 4団体 1,870円 福岡後援婦人会　1,000円②　　福岡市軍人幼児保育所　320円③　　久留米実業
婦人奉公会　150円⑧
築上郡尚武会　400円⑧
佐　賀 3団体 3,050円 佐賀市女子義勇団　2,500円①　　唐津婦人会　300円③　　川上援助会　250円③
長　崎 6団体 13,005円 長崎奉公会　2,000円①　　長崎市軍人家族幼児保育所　1,000円①　　長崎市軍
人家族授産場附属幼児保護所　800円⑧　　佐世保甲辰義会　1,205円①　　佐
世保下士卒家族共励会　2,500円①＋4,500円②　　佐世保婦人会　1,000円①
熊　本 1団体 800円 菊地郡自衛会　800円③
大　分 2団体 1,300円 大分県尚武会　1,000円①　　慈善奉公会教養院　300円④
宮　崎 な　し
鹿児島 3団体 730円 鹿児島市養育院　250円③　　鹿児島市婦人矯風会　200円⑥　　鹿児島市仏教婦
人会　280円⑥
沖　縄 な　し
































　The Soldier’s Family Aid Ordinance was promulgated immediately after the Russo-Japanese War starting 
(April, 1904). The whole image of the Ordinance and the enforcement realities is not clear.
　In this text, the enforcement policy of Home office of the Ordinance is examined the first. Secondly, the 
enforcement conditions of the Ordinance in the district (especially, Yamaguchi Prefecture) are clarified. Thirdly, 
the Empire Soldier Support Meeting established in the same time, and the promotion of the soldier’s family aid 
work by that fund aid are researched according to the official gazette and the newspaper article. And, a concrete 
case with the soldier’s family aid work is examined fourthly in Yamaguchi Prefecture.
　After Russo-Japanese War, “correction relief work administration” was promoted by Home office on a large 
scale. It was clarified that a new administrative measure by the Soldier’s Family Aid Ordinance under Russo-
Japanese War was pioneering correction relief work administration as a result of this research, a proving ground, 
and an origin.
Key Words: Soldier’s Family Aid Ordinance, Soldier’s Family Aid Work, Occupational aid, 
　　　　　Correction relief work, The Russo-Japanese War 
